12.1-5　設計内容（要点）記載表

　設計内容（要点）記載表1.1（設計目的・主旨等）
	検     討     項     目
	内                                                            容
	備              考
	照査

	内       容
	詳              細
	
	
	

	設計目的
	
	
	
	
	

	設計区分
	
	
	□構想設計      □基本設計      □実施設計
	
	

	ボックス名称
	
	
	
	
	

	設計範囲
	設計始点
	
	
	
	

	
	設計終点
	
	
	
	

	作業項目
	現地調査
	□有  □無
	
	
	

	
	資料の検討
	□有  □無
	
	
	

	
	安定計算
	□有  □無
	
	
	

	
	構造計算
	□有  □無
	
	
	

	
	構造図作成
	□有  □無
	
	
	

	
	配筋図作成
	□有  □無
	
	
	

	
	鉄筋加工図作成
	□有  □無
	
	
	

	
	数量計算
	□有  □無
	
	
	

	
	施工計画
	□有  □無
	
	
	

	
	特別仕様書作成
	□有  □無
	
	
	

	
	概算工事費積算
	□有  □無
	
	
	

	
	総合検討
	□有  □無
	
	
	

	
	点検照査とりまとめ
	□有  □無
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表1.2（設計基本条件）
	検     討     項     目
	内                                                            容
	備              考
	照査

	内       容
	詳              細
	
	
	

	設置標高
	YP表示、又はTP表示
	□有  □無
	
	
	

	単位系
	
	
	□CGS単位系        □SI単位系 
	
	

	規模・寸法
	位置
	□有  □無
	
	
	

	
	断面
	□有  □無
	
	
	

	
	延長
	□有  □無
	
	
	

	荷重
	種類
	□有  □無
	
	
	

	設計法
	
	
	□許容応力度法     □限界状態設計法       
	
	

	鉄筋加工図
	参考の確認
	□有  □無
	
	
	

	適用図書
	使用図書の把握
	□有  □無
	
	
	

	参考図書
	        〃
	□有  □無
	
	
	

	土質条件
	土質定数の設定
	□有  □無
	貸与資料の土質報告書より決定する
	
	

	
	     〃     の妥当性
	□可  □否
	　　同上
	
	

	
	地盤許容支持力妥当性
	□可  □否
	　　同上
	
	

	
	特殊土壌地帯の有無
	□有  □無
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表1.3（貸与資料の確認）
	検     討     項     目
	内                                                            容
	備              考
	照査

	内       容
	詳              細
	
	
	

	貸与資料
	位置図、地形図
	□有  □無
	
	
	

	
	平面図
	□有  □無
	
	
	

	
	縦断図
	□有  □無
	
	
	

	
	横断図
	□有  □無
	
	
	

	
	用地関係資料
	□有  □無
	
	
	

	
	地質調査資料
	□有  □無
	
	
	

	
	気象水文資料
	□有  □無
	
	
	

	
	既設構造物調査資料
	□有  □無
	
	
	

	
	地下埋設物資料
	□有  □無
	
	
	

	
	事業計画書
	□有  □無
	
	
	

	
	全体実施設計書
	□有  □無
	
	
	

	
	周辺関連事業
	□有  □無
	
	
	

	
	他機関協議資料
	□有  □無
	
	
	

	事業所単独の設計指針等
	事業所内設計指針等
	□有  □無
	
	
	

	
	既存設計資料等
	□有  □無
	
	
	

	追加資料の要請
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表1.4（現地調査結果）
	検     討     項     目
	内                                                            容
	備              考
	照査

	内       容
	詳              細
	
	
	

	写真撮影
	路線沿い
	□有  □無
	
	
	

	
	BOXカルバート構築予定地
	□有  □無
	
	
	

	現地状況の

把握
	現地と平面図の整合性
	□可  □否
	
	
	

	道路・河川

状況の把握
	道路改修計画
	□有  □無
	
	
	

	
	河川改修計画
	□有  □無
	
	
	

	周辺環境

状況の把握
	史跡埋蔵文化財
	□有  □無
	
	
	

	障害物の把握
	景観保護条例等
	□有  □無
	
	
	

	
	架空
	□有  □無
	
	
	

	
	地上
	□有  □無
	
	
	

	BOXカルバート予定地の把握
	地下埋設物
	□有  □無
	
	
	

	
	現地境界杭
	□有  □無
	
	
	

	
	現地と用地図の整合性
	□有  □無
	
	
	

	
	道路状況
	□有  □無
	
	
	

	
	湧水状況
	□有  □無
	
	
	

	
	排水状況
	□有  □無
	
	
	

	
	特殊土壌地帯
	□有  □無
	
	
	

	用地の制約
	騒音
	□有  □無
	□有     □無
	
	

	
	振動
	□有  □無
	
	
	

	
	日照
	□有  □無
	
	
	

	
	景観
	□有  □無
	
	
	

	施工条件
	借地不可の土地
	□有  □無
	□有     □無   
	
	

	
	仮廻し道路
	□有  □無
	
	
	

	
	仮廻し水路
	□有  □無
	
	
	

	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表2.1（一般事項）
	検     討     項     目
	内                                                            容
	備              考
	照査

	内       容
	詳              細
	
	
	

	プログラム

ソフト
	ソフト名称
	
	
	
	

	
	ヴァージョン
	
	
	
	

	
	ソフト会社名
	
	
	
	

	
	準拠指針・基準
	
	
	
	

	
	テストランのチェック
	□有  □無
	
	
	

	標準設計
	同工種
	□有  □無
	
	
	

	
	利用可否の検討
	□有  □無
	
	
	

	適用基準等
	適用基準書

適用示方書
適用指針
	□設計基準　水路工 　平成○年○月
	
	

	
	
	□設計基準　農道　　 平成○年○月
	
	

	
	
	□
	
	

	
	
	□道路土工　　擁壁工指針　　　　平成○年○月
	
	

	
	
	□道路土工　　カルバート指針　　平成○年○月
	
	

	
	
	□道路土工  仮設構造物工指針    平成○年○月
	
	

	
	
	□
	
	

	
	
	□道路構造令の解説と運用        平成○年○月
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	□防護柵設置基準・同解説            　　　       平成○年○月
	
	

	
	
	□コンクリート標準示方書（構造性能照査編） 　　　平成○年○月
	
	

	
	
	□コンクリート標準示方書（施工編）    　　　   　平成○年○月
	
	

	
	
	
	
	

	二次製品
	該当製品
	■有　　□無
	
	
	

	
	経済比較等の検討
	■有　　□無
	
	
	

	
	単価
	■有　　□無
	　□見積　□物価版
	
	


※適用基準等については、図書名及び制定年を記載すること。

　設計内容（要点）記載表2.2（荷重）

	検     討     項     目
	内                                          容
	
	報告書
記載頁
	備               考
	照査

	内      容
	詳           細
	標 準 値 等
	採 用 値
	採      用      理      由
	出典根拠
	
	
	

	荷   重
	コンクリート
	単位体積重量
	24.5 KN/m3
	
	
	
	
	
	

	
	活荷重
	自動車荷重
	5.0～10KN/m2
	
	
	
	
	
	

	
	
	衝撃係数
	0～0.3  
	
	
	
	
	
	

	
	
	群集荷重
	3.0～5.0KN/m2
	
	
	
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	
	
	
	
	

	
	死荷重
	雪荷重
	3.5KN/m3  × 積雪深　
	
	
	
	
	
	

	
	
	   〃   （路面）
	0～1.0KN/m2  
	
	
	
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	
	
	
	
	

	地 震 力
	地震時の検討
	
	□有 □無
	
	
	
	
	

	
	耐震設計で考慮する地震動
	レベル1,2
	
	
	
	
	
	

	
	耐震設計法
	応答変位法、震度法（固有周期を考慮しない）
	
	
	
	
	
	

	
	設計水平震度　（ﾚﾍﾞﾙ１）地表面
設計水平震度　（ﾚﾍﾞﾙ１）基盤面
設計水平震度　（ﾚﾍﾞﾙ２）地表面
設計水平震度　（ﾚﾍﾞﾙ２）基盤面
	kh1＝Cz・kh10
k’h1＝Cz・k’h10
kh2＝Cz・kh20
k’h2＝Cz・k’h20
	
	
	
	
	
	

	
	地域別補正係数  Cz
	0.7～1.0
	
	
	
	
	
	

	
	設計水平震度の標準値（レベル１）地表面 kh10
設計水平震度の標準値（レベル１）基盤面 k’h10
設計水平震度の標準値（レベル２）地表面 kh20
設計水平震度の標準値（レベル２）地表面 k’h20
	0.16～0.24
0.15
0.4～0.8
0.15
	
	
	
	
	
	

	
	上記係数、計算結果の妥当性
	
	□可　□否
	
	
	
	
	

	 液状化判定
	
	
	
	
	
	
	

	土かぶり高
	(m)
	
	
	
	
	
	
	

	土圧公式
	ランキン公式又は

静止土圧係数
	
	
	
	
	
	
	

	土質常数
	飽和単位体積重量
	20KN/m3 
	
	
	
	
	
	

	
	湿潤単位体積重量
	18KN/m3
	
	
	
	
	
	

	
	内部摩擦角 φ
	25°～35°
	
	
	
	
	
	

	荷重の
組み合わせ
	Ⅰ
	
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	Ⅱ
	
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	Ⅲ
	
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	Ⅳ
	
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	Ⅴ
	
	□有　□無
	
	
	
	
	

	
	Ⅵ
	
	□有　□無
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表2.3（部材の設計1/4）

	検     討     項     目
	内                                          容
	
	報告書
記載頁
	備               考
	照査

	内      容
	詳           細
	標 準 値 等
	採 用 値
	採      用      理      由
	出典根拠
	
	
	

	鉄筋コンクリートの許容
応力度
	設計基準強度
	21N/mm2
	
	
	
	
	
	

	
	圧縮応力度σca  ：常時
	8N/mm2
	
	
	
	
	
	

	
	     〃        ：地震時
	12N/mm2
	
	
	
	
	
	

	
	せん断応力度 梁τa：常時
	0.42N/mm2
	
	
	
	
	
	

	
	     〃          ：地震時
	0.63N/mm2
	
	
	
	
	
	

	
	     〃   スラブτa：常時
	0.85N/mm2
	
	
	
	
	
	

	
	     〃         ：地震時
	1.27N/mm2
	
	
	
	
	
	

	
	付着応力度τoa   ：常時
	1.5N/mm2
	
	
	
	
	
	

	
	 　  〃         ：地震時
	2.25N/mm2
	
	
	
	
	
	

	鉄筋の

許容応力度
	種類
	SD295A
	
	
	
	
	
	

	
	引張応力度σsa   ：常時
	176N/mm2
	
	
	
	
	
	

	
	    〃         ：地震時
	264N/mm2
	
	
	
	
	
	

	
	   〃    ：（水位以下）常時
	157N/mm2
	
	
	
	
	
	

	
	  〃    ：（  〃  ）地震時
	264N/mm2
	
	
	
	
	
	

	形状寸法
	幅（内側）　　　　m
	
	
	
	
	
	
	

	
	高さ（内側）　　　m
	
	
	
	
	
	
	

	
	部材厚（頂版）　m
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　　 　（側壁）　m
	
	
	
	
	
	
	

	
	　　　 　（底版）　m
	
	
	
	
	
	
	

	
	ハンチ　　　　　　m
	
	
	
	
	
	
	

	土 圧 等
	土圧
	土圧の考え方は正しいか
	
	□可　□否
	
	
	
	
	

	
	基礎
	最大地盤反力度（ｋN/m2）     q
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	許容支持力度（kN/m2）     qa
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	支持力の照査
	q ≦ qa
	
	
	
	
	
	

	
	浮力
	自         重（kN/m）       W1
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	上載土荷重（kN/m）         W2
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	浮  力（kN/m）        W'
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	浮力の照査 
（W1+W2）/W' ≧ 1.2
	
	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表2.3（部材の設計2/4）

	検     討     項     目
	内                                          容
	
	報告書
記載頁
	備               考
	照査

	内      容
	詳           細
	標 準 値 等
	採 用 値
	採      用      理      由
	出典根拠
	
	
	

	応力計算結果
	頂版
	部材厚（最小）
	20cm
	
	
	
	
	

	
	
	
	浮力考慮
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げモーメント（kN・m）   M
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断力（kN）           S
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	軸 （kN）             N
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	圧縮応力度（kN/cm2）   σc
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度（kN/cm2）   σs
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度（kN/mm2）τ
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度（kN/mm2）τo
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げ圧縮応力度の照査
	σc ≦ σca
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度の照査
	σs ≦ σsa
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度の照査
	τ ≦ τa
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度の照査
	τo ≦ τao
	
	
	
	
	
	

	
	
	最小鉄筋量の照査
	500㎜2/m
	
	
	
	
	
	

	応 力 計 算 結 果
	側壁
	部材厚（最小）
	20cm
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	浮力考慮
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げモーメント（kN・m）   M
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断力（kN）             S
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	軸    力（kN）             N
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	圧縮応力度（kN/mm2）  σc
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度（kN/mm2）  σs
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度（kN/mm2）τ
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度（kN/mm2）τo
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げ圧縮応力度の照査
	σc ≦ σca
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度の照査
	σs ≦ σsa
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度の照査
	τ ≦ τa
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度の照査
	τo ≦ τao
	
	
	
	
	
	

	
	
	最小鉄筋量の照査
	500㎜2/m
	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表2.3（部材の設計3/4）

	検     討     項     目
	内                                          容
	
	報告書
記載頁
	備               考
	照査

	内      容
	詳           細
	標 準 値 等
	採 用 値
	採      用      理      由
	出典根拠
	
	
	

	応 力 計 算 結 果
	底版
	部材厚（最小）
	20cm
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	浮力考慮
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げモーメント（kN・m）     M
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断力（kN）               S
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	軸      力（kN）             N
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	圧縮応力度（kN/mm2） σc
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度（kN/mm2） σs
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度（kN/mm2）τ
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度（kN/mm2）τo
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げ圧縮応力度の照査
	σc ≦ σca
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度の照査
	σs ≦ σsa
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度の照査
	τ ≦ τa
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度の照査
	τo ≦ τao
	
	
	
	
	
	

	
	
	最小鉄筋量の照査
	500㎜2/m
	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表2.3（部材の設計4/4）

	検     討     項     目
	内                                          容
	
	報告書
記載頁
	備               考
	照査

	内      容
	詳           細
	標 準 値 等
	採 用 値
	採      用      理      由
	出典根拠
	
	
	

	応力計算結果
	ウイング
	ウイング
	
	□有     □無   
	
	
	
	

	
	
	部材厚（最小）
	20cm
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げモーメント（kN・m）     M
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断力（kN）               S
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	軸    力（kN）               N
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	圧縮応力度（kN/mm2） σc
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度（kN/mm2） σs
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度（kN/mm2）τ
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度（kN/mm2）τo
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	曲げ圧縮応力度の照査
	σc ≦ σca
	
	
	
	
	
	

	
	
	引張応力度の照査
	σs ≦ σsa
	
	
	
	
	
	

	
	
	せん断応力度の照査
	τ ≦ τa
	
	
	
	
	
	

	
	
	付着応力度の照査
	τo ≦ τao
	
	
	
	
	
	

	
	
	最小鉄筋量の照査
	500㎜2/m
	
	
	
	
	
	

	
	
	入力値のチェック
	
	□可  □否
	
	
	
	
	

	一般構造細目
	かぶり
	型枠使用時：D19mm以下
	6cm（T<300mm）
	
	
	
	
	
	

	
	
	〃
	7cm（T≧300mm）
	
	
	
	
	               
	

	
	
	   〃      ：D22mm以上
	7cm
	
	
	
	
	              
	

	
	あ き
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	定着
	基本定着長
	式7.9.22による
	
	
	
	
	
	

	
	継手
	継ぎ手位置を軸方向にずらす距離
	継手長さ＋25D以上
	
	
	
	
	        
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	鉄筋径
	使用鉄筋径
	D13～D32
	
	
	
	
	
	

	
	ハンチ
	箱形寸法：1000㎜未満
	－
	
	
	
	
	
	

	
	
	〃 ：1000～2500㎜未満
	150×150㎜
	
	
	
	
	
	

	
	
	     〃 ：2500 ㎜以上
	200×200㎜
	
	
	
	
	
	

	その他の安全性確認要素
	
	
	
	
	
	
	
	

	部材安全係数
	※限界状態設計法により照査する場合

	材料係数
	コンクリート
	安全性：1.3

使用性：1.0
	
	
	
	
	
	

	
	鉄筋
	安全性：1.0

使用性：1.0
	
	
	
	
	
	

	部材係数
	曲げ・軸方向耐力
	安全性：1.1

または1.3

使用性：－
	
	
	
	
	軸方向耐力の上限を算定する場合は、部材係数を1.3とする。
	

	
	せん断耐力（コンクリート）
	安全性：1.3

使用性：1.0
	
	
	
	
	
	

	
	せん断耐力（鉄筋）
	安全性：1.1

使用性：1.0
	
	
	
	
	
	

	構造解析係数
	
	安全性：1.1

使用性：1.0
	
	
	
	
	
	

	荷重係数
	※地震時（レベル２）
	安全性：1.0

使用性：1.0
	
	
	
	
	
	

	構造物係数
	
	安全性：1.0

使用性：1.0
	
	
	
	
	
	

	材料修正係数
	
	安全性：1.0

使用性：1.0
	
	
	
	
	
	

	荷重修正係数
	
	安全性：1.0

使用性：1.0
	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表3.1（一般事項・設計説明書）
	検     討     項     目
	内                                                            容
	報告書
記載頁
	備                    考
	照査

	内          容
	詳                細
	
	
	
	

	一般事項
	報告書の構成
	□有  □無
	
	
	
	

	
	（設計業務報告書標準様式（案）に準拠しているか）
	
	
	
	
	

	設計説明書
	基本方針の説明
	□有  □無
	
	
	
	

	
	設計条件の説明
	□有  □無
	
	
	
	

	コスト縮減対策
	提案がなされているか
	□有  □無
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	説明全般
	各種計算の手順
	□有  □無
	
	
	
	

	
	      〃       手法
	□有  □無
	
	
	
	

	
	公式の引用、内容
	□有  □無
	
	
	
	

	
	計算過程、結果
	□有  □無
	
	
	
	

	基準値
	共通仕様書以外の引用
	□有  □無
	
	
	
	

	
	上記引用時の承認
	□有  □無
	
	
	
	

	打合せ事項の反映
	
	打合せ簿を添付し、その内容に該当する報告書のページ数を赤字で記入
	
	
	


　設計内容（要点）記載表3.2（設計図面等 1/2）
	検     討     項     目
	内                                                            容
	報告書
記載頁
	備                    考
	照査

	内         容
	詳                細
	
	
	
	

	製図法
	土木製図基準に準拠しているか
	□有  □無
	
	
	
	

	図面の仕上げ
	標準設計図集に比べ
	□良  □否
	
	
	
	

	
	製図基準の付図 9～13に比べ
	□良  □否
	
	
	
	

	
	自社の図面に比べ
	□良  □否
	
	
	
	

	鉄筋加工図
	参考表示
	□有  □無
	
	
	
	

	構造図
	位置の照合
	□有  □無
	
	
	
	

	
	寸法の照合
	□有  □無
	
	
	
	

	
	高さの照合
	□有  □無
	
	
	
	

	
	設置標高の照合
	□有  □無
	
	
	
	

	配筋図
	1)鉄筋量は設計値に対し直近上位で入っているか
	□良  □否
	
	
	
	

	
	2)主鉄筋の径とピッチの組合せはバランスがとれているか
	□良  □否
	
	
	
	

	
	3)種類（異径か普通丸鋼か）の使い分け
	□良  □否
	
	
	
	

	
	4)かぶり
	□有  □無
	
	
	
	

	
	5)あき
	□有  □無
	
	
	
	

	
	6)ピッチ
	□有  □無
	
	
	
	

	
	7)曲げモーメント図と断落し位置
	□有  □無
	
	
	
	

	
	8)定着位置
	□有  □無
	
	
	
	

	
	9)定着長
	□有  □無
	
	
	
	

	
	10)継手長
	□有  □無
	
	
	
	

	
	11)用心鉄筋
	□有  □無
	
	
	
	

	
	12)配力鉄筋
	□有  □無
	
	
	
	

	
	13)組み立て鉄筋
	□有  □無
	
	
	
	

	
	14)その他鉄筋
	□有  □無
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表3.2（設計図面等 2/2）
	その他
	1)アンカーボルトの忘れがないか
	□有  □無
	
	
	
	

	
	2)タラップの忘れがないか
	□有  □無
	
	
	
	

	
	3)スリーブの忘れがないか
	□有  □無
	
	
	
	

	
	4)箱抜きの忘れがないか
	□有  □無
	
	
	
	

	
	5)EXP.Jの配置、組合せは適切か
	□有  □無
	
	
	
	

	
	6)CONT.Jの配置、組合せは適切か
	□有  □無
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